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寡黙な技術屋です

三重大学のおしゃれについて

キャンパスのおすすめ箇所

自身のおしゃれなライフスタイルとしてのこだわり

環境への思い

学生へのコメント① 学生生活に関して

学生へのコメント② その他なんでも

附属病院再開発事業が今年２月に完了し附属病
院の風景が一変しました。附属病院を正面から
見た病院の全体風景がお気に入りです。

三重大学のキャンパスづくりの一端を担っている者として、三重大学は気候が温暖で
緑が多く空気もきれいなおしゃれなキャンパスだと思っています。しかし私は現状に
満足せず、学生・職員・地域のため、さらなるおしゃれなキャンパスづくりに貢献し
ます。

私の周りのおしゃれな人や施設を見ると「素敵だな」「綺麗だな」と心が温かになりま
す。おしゃれは自分だけでなく周りの人の心も豊かにしてくれると思いますし、自分自
身おしゃれになりたいと思っています。
しかし自分の着ているものや容姿を見ると、なりたい姿と現実に大きな差があることに
気づかされます。それでもおじさん（自分）は周りの人が心温かくなる「おしゃれ」を
目指します。

環境を気づかう、環境をよくする行動は周りの人だけでなく未来の人（子供たち）も
大事にする行動だと思います。環境への思いは自分だけがよいのではなく、周囲の人
や未来の人達も気づかう繋（つな）げる心、社会へのやさしさだと私は思います。

春夏秋冬は毎年やって来ます。しかし19才の夏、20才の春など、その年齢のその季節
は一度しかありません。
大学を卒業してからこの年のこの季節は何をしていたか、他の人に話ができるような
充実した学生生活を送ってほしいです。

学生生活は勉強、クラブ活動、バイトに忙しいと聞きます。しかし社会にでると少
しお金はありますが、まとまった時間はありません。学生の今しかできないことを、
がむしゃらに頑張ってみることも良い経験になると思います。
私の紹介写真は剱岳（2,999ｍ）に登山したときの頂上での写真です。今でもで

きることにがむしゃらに挑んでいます。

平成19（2007）年度から工事が開始さ
れ、平成29（2017）年度までの11年を
かけて再開発事業が行われ病院が新しく
なりました。６年３か月の間この事業に
関わり、完成した附属病院がとてもお
しゃれに変わったことを、込めた思いと
年月から実感しています。


